
P.２　入学おめでとう！新１年生をご紹介

P.４　平成20年度 黒潮町当初予算

P.６　黒潮町役場 職員の配置・新規採用職員の紹介

P.12　住民票の写し交付請求には本人確認が必要となりました

P.13　住民票の閲覧状況を公表

P.14　人権係からのお知らせ・人権擁護委員紹介

P.16　備えて安心澹

P.18　健康カレンダー・健康知恵袋「災害時の健康」

P.20　平成18年度　黒潮町介護保険の状況

P.22　相談・お知らせ

5月号の主な内容5月号の主な内容 ●人　口　13,636人　前月比（71人減）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性6,437人　女性7,199人】

●世帯数　5,739世帯
●15歳未満の年少人口　1,405人（比率10.3％）

　　　　　　　　　　　　　　　   【男性714人　女性691人】

●65歳以上の老齢人口　4,523人（比率33.2％）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性1,810人　女性2,713人】

●人口のうごき

〈2008（平成20）年3月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータわがまちデータ

増加060人　出生03人　　　転入55人　　　　職権02人
【男2人　女1人】　【男27人　女28人】　【男2人】

減少131人　死亡11人　　　転出120人　 　　　
【男7人　女4人】　【男66人　女54人】
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紙の鯉のぼり、もらっちゃった！【撮影：平成20年4月22日】
場所：坂折地区／カツオと鯉のぼりフェスティバル5月5日（月）開催
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新1年生になったみなさん
ご入学おめでとうございます
新1年生になったみなさん
ご入学おめでとうございます
新1年生になったみなさん
ご入学おめでとうございます
新1年生になったみなさん
ご入学おめでとうございます

佐賀小学校（26人）

伊与喜小学校（6人） 拳ノ川小学校（3人）

町内の小学校・中学校・高等学校などへご入学されたみなさん、入学
おめでとうございます。
新しい学校生活の中で、勉強、スポーツ、遊びや友だちづくりなどで
大忙しのことと思います。
今年、新しく小学校１年生になった子どもたちは全員で８５人です。
４月７日には町内の小学校で入学式が行われました。みんな嬉しい気
持ちと少し照れくさいような顔、それでも名前を呼ばれると大きな声
で「はい！」と返事ができました。
今後も地域のみなさんのあたたかい見守りをよろしくお願いします。

黒潮町立学校児童・生徒数
学　校　名 Ｔ Ｅ Ｌ 人　　数

田ノ口小学校 43－1119 070人

三　浦　小　学　校 43－1114 046人

入　野　小　学　校 43－1016 181人

南　郷　小　学　校 43－1124 048人

上川口小学校 44－1127 041人

伊　田　小　学　校 44－1129 023人

佐　賀　小　学　校 55－2032 127人

伊与喜小学校 55－2069 020人

拳ノ川小学校 55－7355 032人

佐　賀　中　学　校 55－2027 109人

大　方　中　学　校 43－2222 209人

（平成20年4月7日現在）
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上川口小学校（2人） 伊田小学校（1人）

三浦小学校（5人）田ノ口小学校（10人）

入野小学校（27人） 南郷小学校（5人）
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黒
潮
町
の
平
成

２０
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、

７７
億
４
０
０
万

円
で
、
前
年
度
比

８.９
％
（
６
億
２,

８
０
０
万
円
）
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
１１
項
目
の
特
別
会
計
を
加
え
て

重
複
分
を
除
い
た
純
合
計
は
、
１

１
１
億
３,
２
７
０
万
６
千
円
で

同
８.３
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
で
増
額
と
な
っ
た
の

は
、
保
育
所
建
設
、
高
規
格
関
連

事
業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
に
よ

り
ま
す
。
特
別
会
計
で
は
、
簡
易

水
道
事
業
を
上
水
道
事
業
と
統
合

し
、
全
体
事
業
費
が
大
幅
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
事
業
の
新
設
に
よ
り
、

老
人
保
健
事
業
分
が
１
カ
月
分
の

み
の
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
部
と
違
い
税
収
が
伸
び
ず
、

地
方
交
付
税
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
発
行
や
財
政
調
整

基
金
お
よ
び
特
定
目
的
基
金
か
ら

の
繰
入
に
よ
り
、
黒
潮
町
と
し
て

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

旧
町
で
の
継
続
事
業
の
年
次
計
画

の
見
直
し
を
し
な
が
ら
、
福
祉
や

防
災
、
観
光
、
産
業
振
興
な
ど
必

要
な
事
業
を
幅
広
く
盛
り
込
ん
だ

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、自
主
財
源

１５
億
７,
６

９
１
万
４
千
円（
構
成
比

２０
・５
％
）、

依
存
財
源

６１
億
２,
７
０
８
万
６
千

円（
構
成
比

７９
・
５
％
）、合
計

７７
億

４
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

 
そ
の
う
ち
、自
主
財
源
の
主
と
な

る
町
税
は
８
億
５
２
２
万
６
千
円（
前

年
度
比

７.０
％
増
）、依
存
財
源
に
つ

い
て
は
地
方
交
付
税
が

３６
億
５,
８

０
０
万
円（
前
年
度
比

６.４
％
増
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
は

１０
億
６,
５
５
０
万
円（
前

年
度
比

４６
・
５
％
増
）で
、臨
時
財
政

対
策
債（
赤
字
地
方
債
）は
２
億
３,

６
８
０
万
円（
前
年
度
比

５.５
％
減
）、

合
併
特
例
事
業
債
３
億
８,
４
７
０

万
円
、過
疎
対
策
事
業
債
２
億
２,

２
２
０
万
円
、一
般
公
共
事
業
債
１

億
１
２
０
万
円
、辺
地
対
策
事
業

債
１,
７
０
０
万
円
、平
成

１９
年
度

末
の
起
債
制
限
比
率
は

９.０
％
、実

質
公
債
費
比
率
は

１４
・
０
％
の
見
込

み
で
す
。

　
基
金
の
繰
入
額
は
３
億
６,
５
５

２
万
４
千
円（
前
年
度
比

３.９
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
内
、財
政
調

整
基
金
は
２
億
６,
７
４
４
万
３
千

円
の
取
り
崩
し
と
な
り
、平
成

２０

年
度
末
の
基
金
残
高
は
、財
政
調

整
基
金
５
億
９,
４
２
５
万
８
千
円

の
見
込
み
で
す
。

黒潮町の当初予算は
77億400万円（一般会計）です

2008（平成20）年度

― 前年度比8．9％（6億2,800万円）の増額となりました ―

予
算
編
成
の
概
要

歳
　
入

※1　その他自主財源（内訳）

予　算　額

財　産　収　入 1.735万3千円

※2　その他依存財源（内訳）

予　算　額

地　方　譲　与　税 8,500万円

利　子　割　交　付　金 660万円

配　当　割　交　付　金 410万円

株式等譲渡所得割交付金 210万円

地方消費税交付金 1億150万円

ゴルフ場利用税交付金 1,100万円

自動車取得税交付金 2,910万円

地方特例交付金 620万円

交通安全対策特別交付金 180万円

寄　　　附　　　金 1,805万7千円

繰　　　越　　　金 1,000万円

諸　　　収　　　入

合計　1億6,774万7千円（2.2%）

合計　2億4,740万円（3.2%）

1億2,233万7千円

繰入金　4.7%
3億6,552万4千円

その他自主財源※1
2.2%
1億6,774万7千円

使用料及び手数料　1.4%
1億654万円

歳　入
（77億400万円）

町税　10.5%
8億522万6千円

地方交付税　47.5%
36億5,800万円

国庫支出金　8.3%
6億4,098万円

都道府県支出金
6.7%
5億1,520万6千円

町債　13.8%
10億6,550万円

依存財源　79.5%
61億2,708万6千円

自主財源　20.5%
15億7,691万4千円

その他依存財源※2　3.2%
2億4,740万円

分担金及び負担金　1.7%
1億3,187万7千円
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（仮）中 央 地 区 保 育 所 建 設 費 4億2,292万8千円

（仮）佐賀保育所建設に伴う測量設計委託
および用地購入・補償費

1億950万円

ま ち づ く り 交 付 金 事 業 3億1,935万5千円

入 野 漁 港 漁 場 整 備 事 業 3億5,747万7千円

佐 賀 漁 業 集 落 環 境 整 備 費 4,883万円

臨 時 地 方 道 路 整 備 交 付 金 事 業 1億8,251万1千円

特 産 品 開 発 奨 励 費 200万円

放 課 後 子 ど も 教 室 推 進 事 業 904万8千円

校 舎 第 2 次 耐 震 診 断 1,773万4千円

　
歳
出
で
は
、
人
件
費
１６
億
４,
０

８
７
万
８
千
円
（
前
年
度
比
６.８
％
減
）

と
な
り
、
公
債
費
１３
億
３,
０
８
１

万
７
千
円
な
ど
義
務
的
経
費
が
３３
億

５,
５
１
７
万
２
千
円
（
構
成
比
４３

・
６
％
）、
普
通
建
設
事
業
１９
億
４,

１
９
９
万
８
千
円
な
ど
投
資
的
経
費

は
２０
億
３,
３
０
３
万
４
千
円
（
前

年
度
比
７９
・
５
％
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

お問い合わせ　本庁　総務課　財務係　蕁43－2112（直通）

歳　出
（77億400万円）

議会費　1.2%
8,902万6千円

消防費　4.1%
3億1,257万円

教育費　6.2%
4億7,522万6千円

災害復旧費　1.2%
9,103万6千円

公債費　17.3%
13億3,081万7千円

土木費　10.5%
8億850万円

農林水産業費　11.4%
8億7,941万5千円

商工費　0.8%
5,924万9千円

民生費　27.5%
21億2,409万7千円

衛生費　7.5%
5億7,890万6千円労働費　0.2%

1,852万4千円

総務費　12.1%
9億3,663万4千円

◆ 主な事業 歳
　
出

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 1,892万7千円

宮 川 奨 学 資 金 2,476万7千円

国 民 健 康 保 険 事 業 18億6,920万1千円

国 民 健 康 保 険 直 診 9,228万1千円

老 人 保 健 事 業 2億6,163万1千円

介 護 保 険 事 業 13億3,867万円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 1,505万7千円

農 業 集 落 排 水 事 業 3,952万3千円

漁 業 集 落 排 水 事 業 974万1千円

上 水 道 事 業 2億3,784万2千円

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 事 業

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ 1億8,064万6千円

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す
る

た
め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
設
け
ら

れ
る
会
計
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
左
記
表
の
と
お
り

１１
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、

純
計
額
を
除
き
３４
億
２,
８
７
０
万

７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 特別会計

特
別
会
計
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町
内
の
駐
在
所
は
５
カ
所
で
す
。

　
４
月
か
ら
、
入
野
駐
在
所
と
佐

賀
駐
在
所
の
受
け
持
ち
警
察
官
が

代
わ
り
ま
し
た
。

◆
大
方
西
駐
在
所

　
蕁
4
3
―
1
2
5
3

　
警
察
官
　
橋
本
　
淳
一

◆
上
川
口
駐
在
所

　
蕁
4
4
―
1
8
8
5

　
警
察
官
　
西
岡
　
　
修

◆
拳
ノ
川
駐
在
所

　
蕁
5
5
―
7
1
1
0

　
警
察
官
　
坂
井
　
好
一

 
出
産
や
病
気
な
ど
で
保
育
所
職

員
が
業
務
を
で
き
な
く
な
っ
た
時

の
代
替
な
ど
の
た
め
、
町
内
保
育

所
で
働
く
希
望
が
あ
る
方
の
登
録

を
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

●
臨
時
保
育
士
・
臨
時
調
理
員

資
格保

育
士
や
調
理
師
の
資
格
の
あ

る
方

勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時

３０
分
〜
午
後
６
時

　
土
曜
日

　
午
前
７
時

３０
分
〜
午
後
１
時

　
※
各
保
育
所
に
よ
り
勤
務
時
間
・

勤
務
形
態
が
異
な
り
ま
す
。

申
し
込
み

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
、
資
格

証
明
書
（
写
し
）
を
本
庁
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
パ
ー
ト（
朝
夕
他
の
保
育
所
業
務
）

資
格町

内
に
住
所
を
登
録
し
て
い
る

方
勤
務
時
間

 
月
曜
日
〜
金
曜
日

 
午
前
７
時

３０
分
〜
午
後
６
時

 
土
曜
日

 
午
前
７
時

３０
分
〜
午
後
６
時

　
※
各
保
育
所
に
よ
り
勤
務
時
間
・

勤
務
形
態
が
異
な
り
ま
す
。

申
し
込
み

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
、
保
育

士
や
調
理
師
の
資
格
の
あ
る
方

は
資
格
証
明
書（
写
し
）を
本
庁

総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

　
本
庁 

総
務
課 

行
政
人
事
係

蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

地
域
の
受
け
持
ち
警
察
官

町
内
駐
在
所
の
直
通
電
話
番
号

は
し
も
と

じ
ゅ
ん
い
ち

に
し
お
か

お
さ
む

さ
か

い

こ
う
い
ち

入野駐在所

大野　督生警察官
おお の とく お

蕁43―1210
佐賀駐在所

小原　　昭警察官
お はら あきら

蕁55―2120

臨
時
保
育
士
・
調
理
員
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

し尿汲み取り・浄化槽点検清掃業者
町内全域で、どの事業者でも利用ができる
ようになりました。

　青い鳥大方衛生社　蕁43－2737
　大 方 公 衛 社　蕁43－3247　
　佐 賀 衛 生 社　蕁55－2570

○お問い合わせ　衛生センター　蕁44－1185

幡多緑と水の会　自然観察会とゴミ拾い
主催：幡多緑と水の会　後援：四万十市・土佐清水市・宿毛市・大月町・三原村・黒潮町

自然の多い高知県。その中でも特に美しく多様な自然が残る幡多地域。
幡多緑と水の会は、みなさんに幡多地域の自然を知り、好きになってい
ただくことで自然保護を広めていこうと活動をしています。下記の内容
で自然（植物・動物・鳥・昆虫）の観察とゴミ拾いを行います。どなた
でもお気軽に参加してください。

【日程内容】
　5月18日（日）午前9：00　土佐佐賀駅前集合［小雨決行］
　佐賀の鹿島　オガタマ・スダジイ・イヌマキなど
　参加料／無料
　持ち物／弁当・飲み物・汗ふきタオル・ゴミを入れる袋など

【お問い合わせ・お申し込み】 
　幡多緑と水の会事務局（藤井）　蕁 55－2357　　携帯 090－5713－0472

幡多緑と水の会には自然

に詳しい仲間がたくさん

います。自然に関すること

なら何でも質問してください。
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５
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ
た
戸

籍
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
同
時

に
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
つ
い
て

も
、
５
月
１
日
よ
り
改
正
さ
れ
た

法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
票
な
ど
の

交
付
請
求
に
つ
い
て
も
、戸
籍
謄

抄
本
の
交
付
請
求
と
同
様
に
本
人

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

交
付
請
求
の
際
に
は
運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

★
代
理
人
や
使
者
の
方
が
請
求
す

る
場
合
は
、
窓
口
に
来
ら
れ
た

方
の
本
人
確
認
の
他
に
委
任
状

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
な
ど
、
窓
口
で
住
民
票

や
戸
籍
謄
抄
本
を
取
得
す
る
要

件
や
手
続
な
ど
が
厳
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

①
自
己
ま
た
は
自
己
と
同
一
世
帯

の
方
か
ら
の
交
付
請
求

（
戸
籍
の
場
合
は
、
本
人
ま
た

は
配
偶
者
、
直
系
尊
属
・
直
系

卑
属
の
方
）

②
第
３
者
の
方
か
ら
の
交
付
請
求

・
自
己
の
権
利
行
使
や
義
務
履
行

を
す
る
た
め
に
住
民
票
（
戸
籍
）

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
方

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
方

・
住
民
票
（
戸
籍
）
の
記
載
事
項

を
利
用
す
る
正
当
な
理
由
が
あ

る
方

③
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
か
ら
の
交
付
請
求

④
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
行
政
書

士
な
ど
の
特
定
事
務
受
託
者
か

ら
の
交
付
請
求

①
請
求
者
本
人

請
求
書
へ
の
自
署
・
押
印
、
本

人
確
認
書
類

＊
法
定
代
理
人

戸
籍
謄
本
な
ど
そ
の
資
格
を
確

認
で
き
る
書
類
お
よ
び
請
求
に

訪
れ
た
方
の
自
署
・
押
印
、
本

人
確
認
書
類

＊
任
意
代
理
人
ま
た
は
使
者

委
任
状
な
ど
の
資
格
を
確
認
で

き
る
書
類
お
よ
び
請
求
に
訪
れ

た
方
の
自
署
・
押
印
、
本
人
確

認
書
類

②
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関

公
文
書
で
あ
る
請
求
書
、
請
求

に
訪
れ
た
方
の
職
員
で
あ
る
こ

と
を
示
す
身
分
証
明
書

③
第
３
者
の
請
求
で
自
己
の
権
利

義
務
を
履
行
す
る
必
要
な
ど
が

あ
る
方

利
用
す
る
具
体
的
な
理
由
を
明

記
の
う
え
、
請
求
に
訪
れ
た
方

の
自
署
・
押
印
、
本
人
確
認
書

類
④
特
定
事
務
受
託
者
（
弁
護
士
や

司
法
書
士
な
ど
）

受
託
し
て
い
る
事
件
（
事
務
）

に
つ
い
て
の
資
格
・
業
務
の
種

類
、
依
頼
者
の
氏
名
を
明
記
の

う
え
、
請
求
に
訪
れ
た
方
の
自

署
・
押
印
、
本
人
確
認
書
類

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
請
求
に
は

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

本
人
確
認
書
類

本
人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
も

の
で
下
記
の
資
格
証
明
書
な
ど

（
抜
粋
）

運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

電
気
工
事
士
免
状
、
無
線
従

事
者
免
許
証
、
動
力
車
操
作

書
運
転
免
許
証
、
猟
銃
・
空

気
銃
所
持
許
可
証
、
特
殊
電

気
工
事
資
格
者
認
定
証
、
認

定
電
気
工
事
従
事
者
認
定
証
、

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
、

船
員
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

検
定
合
格
証
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳

本
人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
資

格
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
被
保

険
者
証
、
各
種
年
金
証
書
や

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
を

除
く
法
人
が
発
行
し
た
身
分

証
明
書
な
ど

（
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
請
求

の
場
合
複
数
組
み
合
わ
せ
て

提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

住
民
票
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

交
付
請
求
が
で
き
る
方

住
民
票
や
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付

請
求
の
際
必
要
な
も
の

自動車税の納期限は6月2日（月）となっています。
納付は必ず納期限までに、銀行、郵便局、農協などお近くの金融機関でお済ませください。
なお、納税通知書が届いていない方がいましたら下記までご連絡ください。
また、身体障害者等に対する減免の手続きも6月2日までとなっておりますのでご注意ください。

【お問い合わせ】高知県幡多県税事務所　四万十市中村山手通19　蕁35－5972

自動車税の納付について（高知県からのお知らせ）
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黒
潮
町
住
民
基
本
台
帳
の
、
平

成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２０
年

３
月
３１
日
ま
で
の
閲
覧
状
況
を
公

表
し
ま
す
。

　
な
お
、
閲
覧
で
き
る
場
合
は
次

の
事
項
に
限
ら
れ
ま
す
。

１
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の

機
関
が
法
令
で
定
め
る
業
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合

２
、
次
の
①
〜
③
の
活
動
を
行
う

た
め
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、

町
長
が
認
め
た
場
合

①
統
計
調
査
・
世
論
調
査
・
学
術

研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
の
う

ち
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め
る

も
の

②
公
共
的
な
団
体
が
行
う
地
域
住

民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

活
動
の
う
ち
、
公
益
性
が
高
い

と
認
め
る
も
の

③
営
利
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住

関
係
の
確
認
の
う
ち
、
訴
訟
の

提
起
、
そ
の
他
特
別
な
事
情
に

よ
る
居
住
関
係
の
確
認
と
し
て

町
長
が
定
め
る
も
の

住
民
票
の
閲
覧
状
況
を

公
表
し
ま
す

【大方総合支所窓口・住民基本台帳閲覧状況】

○お問い合わせ　大方総合支所 住民課 住基戸籍係　蕁43―2800（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所 総務課 住基戸籍係　蕁55―3701（直通）

住民基本台帳の閲覧については、住民基本台帳法において、毎年少なくとも１回は公表することと定められています。

請求をした機関の名称
（または申出人の氏名）

請求の事由の概要
（利用目的の概要）

閲覧の年月日

平成19年08月30日

閲覧に係る住民の範囲

中央調査社（学習院大学）�「参院選挙後・全国有権者調査」
実施のための対象者抽出

下田の口地区
20歳以上の男女13名

【佐賀総合支所窓口・住民基本台帳閲覧状況】

請求をした機関の名称
（または申出人の氏名）

請求の事由の概要
（利用目的の概要）

閲覧の年月日

平成19年12月12日

閲覧に係る住民の範囲

町 　 分 　 区 　 長
地域の自治活動の一環と
しての厄入りの祝事

町分地区
女性昭和51年生まれ・男性昭和43年
生れ・男女昭和23年生まれ・男女昭和
7年生まれ・男女大正10年生まれ

平成19年09月03日錦 野 区 長 地域の自治活動の一環と
しての敬老会のため

錦野地区内　満70歳以上の男女
（平成19年12月31日現在）

平成19年09月26日高 知 県 幡 多 保 健 所
平成19年度国民健康・栄養
調査世帯名簿作成のため

川奥地区

平成19年10月30日
中 央 調 査 社
（ 内 閣 府 大 臣 官 房 ）

「インターネット上の安全確保に関す
る世論調査」実施のための対象者抽出

出口地区
　20歳以上の男女14名

平成19年12月12日
中 央 調 査 社
（NHK放送文化研究所）

「余暇活動とメディア調査」（アンケ
ート調査）実施のための対象者抽出

入野地区
　20歳以上の男女12名

平成19年12月25日錦 野 区 長
地域の自治活動の一環と
しての厄入りの祝事

錦野地区　女性昭和51年生まれ
　　　　　男性昭和43年生まれ

平成20年01月28日自衛隊高知地方協力本部
自衛官募集事務に関する
適齢者情報取得

平成2年4月2日から平成3年4月1
日までの間に生れた男女

平成20年03月12日中央調査社（学習院大学）
「参院選挙後・全国有権者前後
調査」実施のための対象者抽出

上田の口・下田の口地区
　20歳以上の男女5名

平成20年03月18日
㈱日本リサーチセンター
（金融広報中央委員会）

「家計の金融行動に関する
世論調査」の対象者抽出

馬荷・御坊畑・上田の口
　20歳以上男女16名
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人
権
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
る
の

は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
人
権
と
は
、
人
が
人
ら
し
く
幸

福
に
生
き
て
い
く
た
め
に
最
低
限

必
要
な
権
利
で
あ
り
、
誰
も
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
て

誰
か
ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
社
会
や
家
庭
で
多

く
の
人
た
ち
と
関
わ
り
を
も
っ
て

生
き
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、

他
の
人
た
ち
も
そ
の
人
ら
し
く
幸

せ
に
生
き
て
い
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
２１
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
人
権
に
関
わ
る

問
題
を
住
民
一
人
ひ
と
り
の
身
近

な
課
題
と
と
ら
え
、
住
民
の
皆
さ

ん
、
地
域
社
会
と
協
力
し
て
人
権

尊
重
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
人
権
教
育
と
啓
発
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

　
黒
潮
町
と
黒
潮
町
教
育
委
員
会

で
は
、
町
内
に
あ
る
企
業
や
団
体
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

人
権
教
育
・
啓
発
研
修
会
を
行
う

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

　
会
議
の
後
の
研
修
や
地
域
の
集

ま
り
の
場
な
ど
、
皆
さ
ん
が
寄
り

合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
共
に
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

〈
募
集
内
容
〉
 

対
象町

内
に
あ
る
企
業
・
団
体
・
サ

ー
ク
ル
な
ど

研
修
内
容

人
権
に
関
す
る
研
修
会

（
講
師
を
派
遣
し
ま
す
）

募
集
期
間

６
月
１
日
〜
平
成

２１
年
１
月

３０
日

研
修
実
施
期
限

　
平
成

２１
年
３
月

３１
日

　
女
性
学
級
は
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
の
こ

と
に
つ
い
て
学
習
す
る
女
性
グ
ル

ー
プ
で
す
。

　
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ

て
の
交
流
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
１
年
間
こ
の
学
級
を
支
え
、
と

も
に
活
動
い
た
だ
く
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

【
人
権
教
育
・
啓
発
研
修
会
・

 女
性
学
級
・
人
権
相
談
所
】

黒
潮
町
の
人
権
擁
護
委
員
で
す

黒
潮
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
7
人
で
す
。
各
地
区
で
開
設
さ
れ
る
『
特

設
人
権
相
談
、
心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
相
談
所
』
や
個
別
相
談
な
ど

で
、
あ
な
た
の
悩
み
や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
必
ず
守
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
お

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
学
級

人
権
教
育
・
啓
発
研
修
会

市野々川
山下　鹿男

蕁55―2507

やま した しか お

荷稲
大石　正幸

蕁55―7447

おお いし まさ ゆき

佐賀
山本　　規

蕁55―2033

やま もと さだむ

伊田
澤田　君代

蕁44―1998

さわ だ きみ よ

奥湊川
田辺　　孝

蕁43―1688

たな べ たかし

入野
堀野　登子

蕁43―3437

ほり の たか こ

下田の口
野並　佳子

蕁43―3607

の なみ よし こ

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
昭
和
２４
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
、毎
年
６
月
１
日
は「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

人
権
係
か
ら
の

　
　
 お

知
ら
せ
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人
権
擁
護
委
員
は
法
務
局
と
連

携
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
人
権
侵

害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

絶
え
ず
注
意
し
、
正
し
い
人
権
の

考
え
方
を
広
め
差
別
の
な
い
社
会

を
築
く
た
め
の
人
権
啓
発
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
も
し
人
権
が
侵
害
さ
れ

た
と
き
に
は
、
人
権
を
侵
さ
れ
た

人
の
相
談
相
手
と
な
っ
て
救
済
を

し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど

で
、
同
和
問
題
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）、
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど

の
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権

擁
護
委
員
ま
た
は
法
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
黒
潮
町
と
黒
潮
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
人
権
擁
護
委
員

と
協
力
し
て
、
町
内

１８
地
区
で
『
特

設
人
権
相
談
、
心
配
ご
と
・
困
り

ご
と
相
談
所
』
を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
弁
護
士
を
招
い
て
『
弁

護
士
無
料
相
談
所
』
も
４
回
開
催

し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
相
談
は
無
料
で
相
談

内
容
や
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

　
家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
で
困

っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
無
料
相
談
は
、
そ
れ
ぞ

れ
４
人
ま
で
の
予
約
制
で
す
。

必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

 
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

人
権
相
談
所
の
開
設

特設人権相談、心配ごと・困りごと相談
地域 月　　日 開　設　時　間 開　設　場　所

弁護士無料相談
月　　　日 開　設　時　間 開　設　場　所

06月02日（月） 13時～15時
総合センター（佐賀庁舎前）

保健福祉センター（大方庁舎前）

08月20日（水） 13時～15時
10月09日（木） 13時～15時
12月04日（木） 13時～15時

10時～12時・13時～15時 総合センター（佐賀庁舎前）
06月02日（月）
08月20日（水）
10月15日（水） 10時～12時・13時～15時 総合保健センター（拳ノ川）
12月17日（水）

10時～12時・13時～15時 総合センター（佐賀庁舎前）
02月18日（水）

05月15日（木）
10時～12時 加持本村集会所
13時～15時 大屋敷集会所

06月06日（金） 13時～15時 保健福祉センター（大方庁舎前）

07月17日（木）
10時～12時 浜の宮集会所
13時～15時 大方町民館

08月22日（金）
10時～12時 下田の口コミュニティー センター
13時～15時 田野浦集会所

09月25日（木）
10時～12時 上田の口集会所
13時～15時 御坊畑集会所

10月09日（木）
10時～12時 有井川多目的研修集会所
13時～15時 保健福祉センター（大方庁舎前）

11月13日（木）
10時～12時 鞭集会所
13時～15時 浮津集会所

12月04日（木） 13時～15時 保健福祉センター（大方庁舎前）

02月19日（木）
10時～12時 蜷川生活改善センター
13時～15時 伊田浦老人憩の家

03月05日（木）
10時～12時 大方橘川集会所
13時～15時 馬荷老人憩の家

佐
賀
地
域

大
　
方
　
地
　
域

自 衛 官 募 集　平成21年春入隊（特別職国家公務員）
応募資格：18歳以上27歳未満（平成21年4月1日現在）
試　験　日：一 般 曹 候 補 生／1次試験 9月20日
　　　　　2等陸・海・空士／9月18日・9月25日のいずれか1日
初　任　給：159,500円（平成20年4月1日現在）食費・光熱費・宿泊費など無料
ボーナス：年2回（4．50カ月）
休日休暇：年次休暇（年間24日）、夏季および年末年始の特別休暇があり週休2日制です。
○お問い合わせ　自衛隊四万十市地域事務所　蕁35－3096
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宝くじ普及広報事業で防災資機材を整備しました

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

は
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費

と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業

収
入
を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
「
伊
田
地
区
自
主

防
災
組
織
連
絡
会
」
が
、
こ
の

事
業
を
活
用
し
て
防
災
資
機
材

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
購
入
し
た
資
機
材
は
、
担
架
、

真
空
パ
ッ
ク
毛
布
、
テ
ン
ト
、

カ
マ
ド
セ
ッ
ト
、
簡
易
ト
イ
レ

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
機
材

は
、
各
地
域
の
避
難
場
所
に
設

置
し
た
防
災
倉
庫
に
備
蓄
し
、

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
へ
の

基
盤
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
実
際
に
資
機
材
を

使
っ
た
訓
練
に
取
り
組
み
、
災

害
に
対
し
て
実
行
力
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
伊
田
郷
・
伊
田
浦
・
灘
の
３

つ
の
自
主
防
災
組
織
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
行
っ
て
き
た
防
災
活
動

を
お
互
い
に
補
い
、
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
の
５

月
に
「
伊
田
地
区
自
主
防
災
組

織
連
絡
会
」
を
結
成
し
、
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
「
震
災
の
語
り

部
に
よ
る
防
災
講
演
会
」「
自

主
防
災
訓
練
」「
家
具
転
倒
防

止
講
習
会
」「
防
災
対
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、

地
域
の
多
く
の
方
が
家
具
の
転

倒
に
よ
る
自
宅
で
の
被
害
に
つ

い
て
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
「
地
域
の

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
」
を

考
え
「
自
分
で
は
器
具
を
取
り

付
け
ら
れ
な
い
方
た
ち
の
手
助

け
（
取
り
付
け
作
業
）
を
し
て

あ
げ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
家
具
転
倒
防
止

器
具
の
取
り
付
け
方
を
学
ぶ
た

め
の
講
習
会
を
開
い
た
後
、
固

定
を
希
望
す
る
家
庭
を
事
前
調

査
し
、
実
際
の
作
業
に
移
り
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
家
具
を
「
固

定
す
る
こ
と
」
が
真
の
目
的
で

は
な
い
た
め
、
家
具
の
配
置
を

見
直
す
こ
と
の
助
言
も
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
各
家
庭
を
訪
問
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
の
み
な
ら
ず
、

日
ご
ろ
か
ら
見
守
り
や
声
か
け

の
必
要
な
方
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
を

確
認
し
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に

す
ぐ
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
つ

な
が
り
を
持
と
う
と
い
う
こ
と

も
大
切
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
メ
ン
バ
ー

で
家
具
の
固
定
作
業
を
実
行
し

て
い
る
伊
田
分
団
Ｏ
Ｂ
会
の
み

な
さ
ん
は
「
こ
う
し
た
地
道
な

取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
で
、

今
の
時
代
に
失
い
か
け
て
い
る

も
の
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」「
少
し
で

も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
お
っ
し
ゃ
り
つ
つ
も
「
一
気

に
や
る
と
息
切
れ
す
る
の
で
、

ち
ょ
っ
と
ず
つ
広
げ
て
い
こ
う
」

と
、
少
し
力
を
抜
い
て
一
歩
ず

つ
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
23

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 

　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 

　 

災
害
へ
の
備
え
〜

「カマドセット」は炊き出しだけでなく、
避難場所で暖をとることにも有効

避難場所の高台には屋根のある建物が
ないので「テント」を購入

災
害
時
と
い
え
ど
も
生
理
現
象
は
止

め
ら
れ
ま
せ
ん
。「
簡
易
ト
イ
レ
」は
避

難
場
所
の
必
需
品
！

伊
田
地
区
自
主
防
災
組
織
連

絡
会
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

伊田分団OBたちによる家具の固定作業の様子

問：避難場所に逃げるまでに、課題となること・
　　心配なことはなんですか？（複数回答）
家具の転倒 28
家の耐震化 23
避難道の危険性 17
避難場所の危険性 6
自分のこと（１人で避難できないかもしれないなど） 4
家族のこと（１人で避難できない家族がいるなど） 9
その他 0
未記入 7

【住民アンケート結果の一部】

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
 

【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
 
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
） 
【
佐
賀
総
合
支
所
】
総
務
課 

総
務
係
　
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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大
方
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
将

来
の
自
分
自
身
の
生
き
方
や
在
り

方
を
考
え
、
学
ぶ
こ
と
、
働
く
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
、
昨
年
度
か
ら
５

日
間
の
職
場
体
験
学
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
実
施
後
「
体
験
を
通
し
て
、『
夢

を
実
現
す
る
』
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
っ
た
」
と
い
う
生
徒
の
感

想
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
次
の
日
程
で
５
日

間
の
職
場
体
験
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く

事
業
所
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
指
導
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間
　

　
５
月
１９
日（
月
）〜
２３
日（
金
）

実
施
学
年

　
３
年
生
　
生
徒
７３
人

実
施
場
所

土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
・
ア
タ
カ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ム
・
出
口
病
院
・

ダ
イ
ソ
ー
大
方
・
コ
ー
ナ
ン
・
大

方
郵
便
局
・
上
川
口
漁
港
・
伊
田

漁
港
・
入
野
漁
港
・
明
神
水
産
・

井
原
建
材
・
ビ
オ
ス
・
ケ
ー
キ
工

房
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
・
Ｊ
Ａ
大
方
・
木
俵

病
院
い
ろ
は
館
・
中
村
郵
便
局
・

ユ
ニ
コ
ム
・
ペ
ッ
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
・

フ
ジ
グ
ラ
ン
四
万
十
・
ひ
か
り
乳

幼
児
保
育
園
・
ハ
マ
ダ
楽
器
・
東

京
美
容
室
・
ア
シ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム

（
マ
ル
ニ
）・
三
浦
小
学
校
・
入
野

小
学
校
・
田
ノ
口
小
学
校
・
中
央

保
育
所
・
早
咲
保
育
所
・
浜
松
保

育
所
・
南
部
保
育
所
・
く
じ
ら
保

育
所
・
上
田
の
口
保
育
所
・
黒
潮

町
役
場
・
大
方
あ
か
つ
き
館
・
大

方
児
童
館
・
黒
潮
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

　
蕁
４
３
―
１
０
５
９（
直
通
）

　
４
月
以
降
に
新
た
に
任
意
加
入

の
申
し
込
み
を
さ
れ
る
方
は
、
任

意
加
入
の
申
し
込
み
と
同
時
に
口

座
振
替
の
申
し
込
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
施
行
日
（
平
成

２０
年

４
月
１
日
）
前
に
任
意
加
入
被
保

険
者
の
資
格
を
有
す
る
方
や
国
外

に
居
住
す
る
任
意
加
入
被
保
険
者

に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
原
則
化

の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
任
意
加
入
と
は
〉

　
『

６０
歳
ま
で
に

２５
年
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
』や『
受

給
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い
る
が

未
納
期
間
が
あ
る
た
め
満
額
に
な

ら
な
い
方
』
が
申
し
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
年
金
額
を
増
や
す
た
め

に
、

６０
歳
以
降
も
引
き
続
き
最
高

６５
歳
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
に
加

入
で
き
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、

４
８
０
月
（

４０
年
）
以
上
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
昭
和

４０
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
は
、

６５
歳
ま
で
に

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ

た
場
合
、

７０
歳
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

る
た
め
に
は
、
学
生
で
あ
る
被
保

険
者
が
毎
年
度
役
場
窓
口
に
申
請

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
要

件
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
申
請
漏
れ
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
な
い
ま
ま
未

納
と
な
っ
て
い
る
学
生
被
保
険
者

が
存
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
今
般
国
民
年
金
法
を
改
正
し
、

で
き
る
だ
け
学
生
納
付
特
例
を
申

請
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
、

学
生
な
ど
の
年
金
権
の
確
保
を
図

る
観
点
か
ら
、
大
学
・
専
門
学
校

な
ど
が
学
生
で
あ
る
被
保
険
者
の

委
託
を
受
け
て
、
学
生
納
付
特
例

に
係
る
申
請
を
代
行
で
き
る
こ
と

と
し
、
学
生
納
付
特
例
の
一
層
の

普
及
・
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
指
定
申
出

書
を
提
出
し
、
社
会
保
険
事
務
局

か
ら
指
定
を
み
と
め
ら
れ
た
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
の
み
が
代
行
事
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
指
定
を
受
け
た
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
に
お
け
る
代
行
事

務
は
、
学
生
納
付
特
例
申
請
書
の

受
理
の
み
に
な
り
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
役
場
国
民
年
金
担
当
課
ま
た

は
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多

事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
幡
多
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

平
成
２０
年
４
月
か
ら
の

施
行
事
務
改
正
の
お
知
ら
せ

board of education

大方中学校3年生
職場体験学習が始まります

任
意
加
入
者
の
保
険
料
納
付
の

口
座
振
替
が
原
則
化
さ
れ
ま
し
た

学
生
納
付
特
例
の
事
務
手
続
に
関
す

る
特
例
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り
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5月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間 大
方
地
域

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
5
月
中
旬
か
ら
6
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
で
自
分
の
健
康
を
見
直
そ
う
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　【
大
方
総
合
支
所
】
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐
賀
地
域

6月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

健 　 康 　 相 　 談10日（火） 浮津集会所 9:30～10:30

健 　 康 　 相 　 談11日（水） 上田の口集会所 13:30～14:30

愛 　 育 　 相 　 談16日（金） 大方くじら保育所 9:30～11:00

愛 　 育 　 相 　 談20日（火） 浜松保育所 9:30～10:30

健 　 康 　 相 　 談
26日（月）

下馬荷集会所 9:30～10:30

乳 　 児 　 健 　 診 保健福祉センター ※13:00～13:30

健 　 康 　 相 　 談29日（木） 上川口郷集会所 9:30～10:30

旧 東部保育所 9:30～10:30

健 　 康 　 相 　 談19日（月） 入野本村集会所 9:30～10:30

奥湊川老人憩の家 13:30～14:30

大方橘川集会所 9:30～10:30

健 　 康 　 相 　 談27日（火） 伴太郎集会所 10:00～11:00

蜷川集会所 13:30～14:30

北郷小学校　体育館 ※9:30～10:30
特 　 定 　 健 　 診22日（木）

加持ふれあいセンター ※13:30～14:30

米原集会所 10:00～11:00
健 　 康 　 相 　 談04日（水）

仲分川集会所 14:00～15:00

伊田小学校体育館 ※9:30～10:30
特 　 定 　 健 　 診05日（木）

（伊田浦・伊田郷地区対象） ※13:30～14:30

伊田小学校体育館（灘地区対象） ※9:30～10:30
特 　 定 　 健 　 診06日（金）

伊田小学校体育館（有井川・米原地区対象） ※13:30～14:30

湊川ふれあいセンター ※9:30～10:30
特 　 定 　 健 　 診12日（木）

旧 東部保育所（浮津地区対象） ※13:30～14:30

5月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

6月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

総合保健センター 11:30～00:00
ポ リ オ 予 防 接 種

鈴ふれあいサロン

14日（水） 総合センター 14:00～00:00

鈴漁民研修センター 10:00～15:00

上川口浦集会所 9:30～10:30健 　 康 　 相 　 談28日（水）

田野浦集会所
※9:30～10:30

特 　 定 　 健 　 診23日（金）
※13:30～14:30

伊与喜ふれあいサロン15日（木） 伊与喜集会所 9:30～11:00

横浜愛育健康相談19日（月） 佐賀老人憩の家 9:30～11:00

漁民ふれあいサロン21日（水） 漁民センター 9:30～12:00

27日（火）
保健福祉支援センターこぶし

総 　 合 　 健 　 診
28日（水）

※8:00～00:00
29日（木） 林業総合センター

30日（金） 鈴漁民研修センター�

川奥集会所 9:30～11:00川奥ふれあいサロン

市 野 瀬 健 康 相 談
11日（水）

市野瀬集会所 13:30～14:30

佐賀ふれあいサロン02日（月） 総合センター 10:00～15:00

上分ふれあいサロン12日（木） 上分集会所 9:30～11:00
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さ
て
、
今
回
か
ら
健
康
知
恵

袋
で
は
、
世
間
で
も
う
わ
さ
さ

れ
て
い
る
南
海
大
地
震
に
備
え

て
「
災
害
時
の
健
康
」
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
ず
１
回
目
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）

に
つ
い
て
で
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
は
、
災
害
や
事

故
、
犯
罪
な
ど
の
強
い
精
神
的

衝
撃
を
体
験
ま
た
は
目
の
当
た

り
に
し
た
場
合
に
起
こ
る
精
神

的
な
後
遺
症
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
心
的
外
傷
（
心

の
傷
）
を
ト
ラ
ウ
マ
と
も
言
い

ま
す
。

①
再
体
験

　
原
因
と
な
っ
た
出
来
事
が
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て

思
い
出
さ
れ
た
り
、
夢
に
繰
り

返
し
登
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、思
い
出
し
た
時
に
動
悸

（
ど
う
き
）や
、冷
や
汗
を
か
く

と
いっ
た
身
体
症
状
も
現
れ
ま
す
。

②
回
避

　
原
因
と
な
っ
た
出
来
事
に
つ
い

て
考
え
た
り
、感
情
が
沸
き
起
こ

る
の
を
避
け
よ
う
と
し
ま
す
。

　
ま
た
出
来
事
の
一
部
を
思
い
出

せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
覚
醒
昂
進（
こ
う
し
ん
）症
状

　
睡
眠
障
害
、
イ
ラ
イ
ラ
し
が

ち
、
怒
り
っ
ぽ
い
、
集
中
困
難
、

刺
激
に
対
す
る
過
剰
反
応
が
出

現
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
が
１
カ
月

以
上
続
く
と
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
診

断
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
同
じ
体
験
を
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
全
て
の
人
が
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
性
格
や
生
活
環
境
、
過
去
の

体
験
な
ど
に
よ
り
症
状
の
出
方

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
被
害
後
の
精
神
的
苦
痛
が
１

カ
月
以
上
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
症
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
こ
の
時
、
重
要
な
の
が
、
周

囲
の
人
た
ち
の
働
き
か
け
で
す
。

　
た
だ
単
に
「
治
療
を
受
け
な

さ
い
」
と
勧
め
る
の
で
は
な
く
、

本
人
が
落
ち
着
け
る
、
安
ら
げ

る
環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
話
を
聞
く
、
そ

ば
に
寄
り
そ
う
だ
け
で
も
症
状

は
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
ら
な
い
た
め

の
予
防
策
な
ど
と
い
う
の
は
お

そ
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予
想

さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
事

前
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
可

能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

例
）
震
災
の
場
合

・
不
足
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
物

資
を
確
保
し
ま
と
め
て
お
く

・
家
の
中
の
家
具
を
で
き
る
限

り
固
定
し
、
倒
壊
対
策
を
と

っ
て
お
く

・
P
T
S
D
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
り
や

す
い
性
格
傾
向
と
し
て
、
神
経

過
敏
、
不
安
が
強
い
、
完
全
主

義
者
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
は
な
り
や
す
い
タ
イ
プ

な
の
か
、
ス
ト
レ
ス
に
弱
い
タ

イ
プ
な
の
か
な
ど
自
己
分
析
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
考
え
方
や
生

き
方
を
見
直
し
て
み
る
の
も
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
こ
と
を
見
つ
め
直
す

の
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
の
心
の
病
を
予
防
す
る

た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
予
期
せ
ぬ
出
来
事
は
い
つ
、

ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
少
し
で
も
そ
の
時
の
精

神
的
苦
痛
が
軽
減
で
き
る
よ
う
、

ま
ず
は
自
分
自
身
を
見
つ
め
直

す
時
間
を
つ
く
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
、

震
災
の
被
害
を
く
い
止
め
る
第

一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
大
方
総
合
支
所

　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
な
る
べ
く

回
避
す
る
た
め
に
…

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
は
？

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
主
な
症
状

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
し
た
ら
…

健
康
知
恵
袋

災
害
時
の
健
康

P
T
S
D（
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
）

※当直医は変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

当直医療機関一覧表

月 日 四万十市 宿　毛　市

5月

11日（第2日曜日） 竹本病院 蕁35－4151 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

18日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 沢田医院 蕁0880－63－2304

25日（第4日曜日） 木俵病院 蕁34－1211 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

01日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 筒井病院 蕁0880－66－00136月
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要介護度等別認定状況（別表1） 要介護度等別の構成比（別表2）

（人） （%）

800
737 741

700

600

500

400

300

200

100

0
平成18年3月31日 平成19年3月31日

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

経過的要介護

85

232

86

63

134

100

146

94

100 118

235

85

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
黒潮町 県 国

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

経過的要介護

9%

32%

20%

16%

11%

13%

13%

32%

17%

15%

12%

11%

17%

27%

16%

14%

12%

14%

平成19年3月末

平成18年度 黒潮町の介護保険の状況平成18年度 黒潮町の介護保険の状況
　介護が必要になったとき、誰もが安心して自分らしく暮らせることを望んでいます。
　深刻な高齢化社会を迎えているわが国では、介護が必要な高齢者が急速に増え、介
護する人の高齢化も進んできています。また、共働きの家庭も増えるなど、家族だけ
で介護することは難しくなっています。
　介護保険は、こうした介護を社会全体で支えるためにつくられた制度です。

　平成18年度末の第1号被保険者は、前年度末と比べて25人増加の4,496人となっており、
そのうち要介護等認定者数は728人で第1号被保険者の16.2％となっています。
　第2号被保険者を含めた要介護等認定状況（別表1）は、前年度末と比べると認定者数が
4人増加しています。介護度別に見てみると要介護2・3の方の増加が多く、逆に減少して
いるのは経過的要介護、要介護5の方となっています。
　要介護度等別の構成比（別表2）は介護度の軽い経過的要介護、要介護1の方が全体の40
％を占めており国、県と比べてもほぼ同じ構成割合となっています。
　要介護等認定申請は967件、そのうち新規申請は184件となっています。

★要介護等認定者とは要支援認定者および要介護認定者
★第1号被保険者とは65歳以上の被保険者
★第2号被保険者とは40歳から64歳までの被保険者

要 介 護 等 の 認 定 状 況

　平成18年度の介護保険給付は、介護保険事業計画の10億9,045万円に対して給付実績
は10億7,560万円で98％の実績となっています。前年度と比べると（別表3）、1,805万
円の増加となっています。
　介護保険給付の内訳（別表4）を構成比で見てみると、施設サービス（介護老人福祉施設・
介護老人保健施設・介護療養型医療施設）が介護保険給付全体の57％で、在宅サービスと
地域密着型サービス（認知症対応型共同生活介護）は35％となっています。

介護保険給付の状況
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○お問い合わせ先／大方総合支所　健康福祉課　介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　　佐賀総合支所　健康福祉課　保険福祉係　蕁55－3112（直通）

108,000

107,500

107,000

106,500

106,000

105,500

105,000

104,500

黒潮町介護保険給付の推移（別表３）

平成17年度 平成18年度

（単位：万円）

105,755

107,560

平成18年度介護保険給付の内訳（別表4）

介護療養型医療施設
24,183万円
22%
671人

介護老人保健施設
12,907万円
12%
529人

その他
8,917万円　8%

在宅サービス
30,895万円
30%　4,017人

地域密着型サービス
5,906万円　5%
258人

介護老人福祉施設
24,752万円　23%
1,057人

107,560万円

平成１8年度介護保険給付の財源内訳（別表5）

県負担金
16,872万円　15.7%

国調整交付金
10,964万円　9.7%

町負担金
13,445万円　12.5% 【第1号被保険者負担分】

介護保険料
14,850万円
14%

【第2号被保険者負担分】
支払基金交付金
33,344万円
31%

　
107,560万円

国庫負担金　18,085万円　17.1.%

　サービスの利用者数は、年間の延べ人数で在宅サービスが4,017人（月平均335人）、地
域密着型サービスが258人（月平均22人）、施設サービスが2,253人（月平均188人）の
合計6,528人（月平均545人）となっています。利用割合は在宅サービス・地域密着型サ
ービスが65％、施設サービスが35％の利用となっています。また、741人の認定者数に
対しては、約7割の方が介護保険サービスを利用していることとなります。

　介護保険給付の財源内訳（別表5）は、国・県・町の負担する公費負担が55％を占めて
います。
　被保険者の負担は第2号被保険者が納付した介護保険料を社会保険診療報酬支払基金から
交付金として3億3,344万円（31％）が交付され、第1号被保険者の負担は、介護保険料
として納付していただいた1億4,850万円（14％）となっています。

介護保険給付の財源

　平成18年度から始まった第3期の介護保険事業計画に伴い、介護保険料の基準額も変わ
りました。このため、第1号被保険者の方に納めていただいた平成18年度の介護保険料は
全体で1億6,456万円となり、前年と比べると718万円の増加となっています。
　納付いただいた介護保険料の使いみちは、介護保険給付へ1億4,850万円、高知県介護保
険財政安定化基金への拠出金として113万円、前年分の保険料の返還金として6万円、平成18
年度から始まった地域支援事業の介護予防事業の財源負担として66万円、同じく包括的・任意
事業の財源負担として65万円の合計1億5,100万円を支出しています。残額の1,356万円は
後年度の介護保険給付へ充てるため介護給付費準備基金へ積立てます。

介護保険料について
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佐
賀
図
書
館

5月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 1 2 1 2 3
4 笙 笞 7 8 9 10

6月
日 月 火 水 木 金 土
1 笆 3 4 5 6 7
8 笶 10 11 12 13 14

11 笄 13 14 15 16 17
18 筴 20 21 22 23 24
25 箘 27 28 29 箚 31
箚 31 0 0 0 0 0

5月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 1 2 1 2 笳
笘 笙 笞 7 8 9 10

6月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 4 5 6 7
笨 9 10 11 12 13 14

筺 12 13 14 15 16 17
筥 19 20 21 22 23 24
箝 26 27 28 29 箚 31
箚 31 0 0 0 0 0

「きょうのおかずは、なぁにか
な？」この本では、1つのメイン
おかずをシェアして同時進行
で子ども向けと大人向けの2
つのお弁当がつくれるような
メニューを紹介しています。

子ども弁当＆大人弁当
１．ホームレス中学生　　　　　　　田村　　裕／著（大方・佐賀）
２．新・御宿かわせみ　　　　　　　平岩　弓枝／著（大方・佐賀）
３．阪急電車　　　　　　　　　　　有川　　浩／著（大方・佐賀）
４．ゴールデンスランバー　　　　　伊坂幸太郎／著（大方・佐賀）
５．妖しい詩韻　　　　　　　　　　内田　康夫／著（大方）
７．ダイイング・アイ　　　　　　　東野　圭吾／著（大方・佐賀）
７．黒い森�　　　　　　　　　　　　折原　　一／著（大方）
７．ＴＯＫＡＧＥ　　　　　　　　　今野　　敏／著（佐賀）
７．楽園　上　　　　　　　　　　　宮部みゆき／著（大方・佐賀）
７．私の男　　　　　　　　　　　　桜庭　一樹／著（大方・佐賀）

今月の本

大
方
図
書
館
　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

佐
賀
図
書
館
　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

http://akatsuki.tow
n.kuroshio.lg

.jp 

　
遺
言
の
ほ
か
、
相
続
、
金
銭
・

不
動
産
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養

育
料
・
財
産
分
与
・
年
金
分
割
、

高
齢
者
な
ど
の
財
産
管
理
の
相
談

な
ど
を
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　日
時
　

　
５
月

１８
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所

　
中
村
公
証
役
場

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
―
３
―
７

　
第
１
と
ら
や
ビ
ル
４
階

相
談
担
当
者

　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
公
証
役
場

　
蕁
３
４
―
１
７
２
８

　
今
年
は「
世
界
人
権
宣
言

６０
周

年
」
と
「
人
権
擁
護
委
員
制
度

６０

周
年
」に
当
た
る
こ
と
か
ら
、高
知

地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、高
知
地
方
法

務
局
人
権
擁
護
課
に
お
い
て『

１２
時

間
電
話
相
談
』を
行
い
ま
す
。

　
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、い

じ
め
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）、
家
庭
や
地
域
の

人
権
問
題
な
ど
、
人
権
に
関
す
る

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

遠
慮
な
く
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時

　
６
月
１
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
で
は
「
く
ら
し

の
悩
み
ご
と
相
談
所
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
く
ら
し
の
悩
み
ご
と
、
差
別
待

遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
、

家
庭
や
地
域
の
人
権
問
題
な
ど
の

人
権
に
関
す
る
お
困
り
の
こ
と
、

ま
た
、
法
律
問
題
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
弁
護
士
資
格
を
持
つ
人
権
擁
護

委
員
や
一
般
の
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
相
談
所
の
他
に
「
人

Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
」
と
「
人
Ｋ
Ｅ

Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
と
の
記
念
撮

影
、
子
ど
も
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ

ー
や
ア
ニ
メ
上
映
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
お
子
さ
ま
連
れ
の
方
も
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

　
６
月
１
日（
日
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時

　
※
無
料
弁
護
士
相
談

　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
半

場
所イ

オ
ン
高
知
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

専
門
店
街
２
階 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

○
お
問
い
合
わ
せ

 
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

日
曜
公
証
法
律
相
談

１２
時
間
電
話
相
談

く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所

相
 

談

（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

2・3月貸出ベストランキング ※（カッコ）内は所蔵館
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○お問い合わせ／大方総合支所 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）　　佐賀総合支所 まちづくり課 水道環境係　蕁55－3700（直通）

月

5

6

日
自　　　至

07～11

12～18

19～25

26～31

1

2～8

09～15

当番店（大方地域） 当番店（佐賀地域）

前 田 電 工

平 野 住 設

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

河 野 電 機 設 備

前 田 電 工

平 野 住 設

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

中村住設大方営業所

吉 本 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設

㈲ 森 田 建 設

㈲ 西 部 総 建

拳 ノ 川 住 設

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈲ 西 部 総 建

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
大方地域

電話番号
店　　名 住　　所

事務所

電話番号
店　　名

住　　所事務所自　宅 自　宅

佐賀地域

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

　
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は

り
、
き
ゅ
う
を
職
業
と
し
て
行
う

に
は
「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
い
た
国
家
資

格
が
必
要
で
あ
り
、
無
資
格
で
の

施
術
は
違
法
で
す
。

　
有
資
格
者
が
届
け
出
を
し
た
施

術
所
（
出
張
業
務
を
含
む
）
に
は
、

法
律
に
基
づ
く
届
出
施
術
所
で
あ

る
旨
を
記
載
し
た
プ
レ
ー
ト
が
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
施
術
を
受
け
る
際
に
は
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
福
祉
保
健
所 

衛
生
環
境
課

　
蕁
３
５
―
５
１
１
９

日
時

　
５
月

２８
日（
水
）

　
９
時

４０
分
〜

１１
時

５０
分

場
所

　
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
四
万
十
市
古
津
賀
）

・
子
犬
を
譲
り
た
い
人

　
受
付
／
９
時
４０
分
〜
１０
時
１０
分

事
前
に
左
記
に
連
絡
を
し
て
当

日
は
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
子

犬
を
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

・
子
犬
を
飼
い
た
い
人

　
受
付
／
１０
時
〜
１０
時
２０
分

印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
を
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

譲
渡
犬
の
決
定

希
望
者
が
重
複
す
る
場
合
は
抽

選
を
行
い
ま
す
。
新
し
く
飼
い

主
に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
飼
い

は
じ
め
講
習
会
を
受
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

＊
次
回
譲
渡
会
開
催
予
定
日

　
　
　
　
　
８
月

２７
日（
水
）

　
　
　
　
　

１１
月

２６
日（
水
）

　
平
成

２１
年
２
月

２５
日（
水
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
福
祉
保
健
所 

衛
生
環
境
課

　
蕁
３
４
―
５
１
１
９

　
生
後

９１
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
狂
犬
病
は
治
療
法
が
無
く
、

感
染
す
れ
ば
百
パ
ー
セ
ン
ト
死
亡

す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
　

　
世
界
で
は
年
間
推
計
５
万
５
千

人
が
狂
犬
病
に
よ
り
死
亡
し
、
こ

の
う
ち
３
万
人
以
上
が
ア
ジ
ア
地

区
で
の
発
生
と
さ
れ
、
日
本
へ
の

侵
入
の
可
能
性
は
皆
無
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

詳
し
い
場
所
・
時
間
は
、登
録
し
た

犬
の
飼
い
主
の
方
に
は
案
内
書
を

出
し
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
方
は
、

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
日
程
の
合
わ
な
い
場
合
は
、四

万
十
市
・
宿
毛
市
内
の
動
物
病
院

で
も
注
射
・
登
録
が
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

環
境
保
全
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

ま
ち
づ
く
り
課 

水
道
環
境
係

蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

子
犬
の
譲
渡
会

狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

お
知
ら
せ

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、は
り
、

き
ゅ
う
の
届
出
施
術
所
に
プ
レ
ー

ト
を
配
布
し
て
い
ま
す

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
、は
り
師
、
き
ゅ
う
師

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
届
出
施
術
所

高知県

大方地区
5月14日（水）
15日（木）

6月19日（木）

佐賀地区
5月22日（木）
6月26日（木）

狂犬病
予防注射日程
狂犬病
予防注射日程
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　
新
聞
で
突
然
の
訃
報
に
触

れ
た
。
当
町
の
出
身
、
大
阪

市
立
大
学
名
誉
教
授
で
前
部

落
解
放
・
人
権
研
究
所
理
事

長
の
村
越
末
男
氏
が
亡
く
な

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
村
越
氏
は
、
戦
後
の
被
差

別
部
落
研
究
や
同
和
教
育
研

究
を
リ
ー
ド
し
た
一
人
で
、反

差
別
国
際
運
動
を
通
し
て
、ま

さ
し
く
世
界
的
に
知
ら
れ
た

方
で
あ
っ
た
。
著
書
に
「
部

落
問
題
事
典
」（
共
同
監
修
）な

ど
が
あ
る
が
、
昭
和
４３
年
に

は
「
漁
村
型
同
和
地
区
の
実

態
と
行
政
の
課
題
」
を
ま
と
め
、

そ
れ
が
、
入
野
漁
港
建
設
を

は
じ
め
と
し
た
旧
大
方
町
同

和
対
策
事
業
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
１５
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
時
々

里
帰
り
を
さ
れ
、
私
も
何
度

か
直
接
お
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
が
、
何
よ
り
も
入
野

の
港
に
元
気
な
漁
師
が
育
つ

こ
と
を
願
っ
て
い
た
。

　
著
書
の
中
に
は
「
こ
の
地

に
は
、
父
母
の
墓
も
あ
り
兄

弟
も
い
る
。
友
人
も
元
気
で

あ
る
。
幼
い
頃
一
日
と
し
て

離
れ
た
こ
と
の
な
い
松
原
や

海
が
あ
る
。
差
別
と
貧
乏
へ

の
怒
り
か
ら
社
会
科
学
と
解

放
の
運
動
に
参
加
し
た
の
も
、

こ
の
故
郷
が
あ
れ
ば
こ
そ
で

あ
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
む
）

編
集
子

はる

橋本　　悠くん
〈平成19年6月2日生まれ〉

元気に大きくなってね。

かな と

敷地　奏人くん
〈平成19年12月9日生まれ〉

明るく元気に育ってね蟋

ひで と

都築　秀仁くん
〈平成19年11月25日生まれ〉

笑顔あふれる子になって
ネ。

あん じゅ

沖　　杏樹ちゃん
〈平成19年10月27日生まれ〉

明るく元気に大きくなって
ね。

藤川　惠生ちゃん
〈平成19年5月2日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良く優し
い女の子になってね。

さみ きけい き

藤田　りおんくん
〈平成19年6月7日生まれ〉

優しく強い子になってく
ださい。

矢野　美沙希ちゃん
〈平成19年8月30日生まれ〉

元気に大きくなってくだ
さい。

ほの か

金子　歩花ちゃん
〈平成19年8月20日生まれ〉

明るく優しく元気になぁ
れ蟋

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
在
住
の
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

撮
影
日
・
場
所
／
３
月
１７
日
・
乳
児
健
診（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

「
赤
ち
ゃ
ん
同
士
が
育
ち
あ
う

 
 
 
 

　力
の
す
ば
ら
し
さ
」

　
「
お
出
か
け
広
場
」
や
「
い
っ

し
ょ
に
遊
ぼ
う
」
に
来
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
教

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
３
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
お
友

達
の
声
を
聞
き
、
目
を
大
き
く
見

ひ
ら
い
て
盛
ん
に
瞳
を
動
か
し
て

い
る
姿
を
見
る
と
、
良
い
刺
激
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
な
と
感
じ

ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
と
自
然
に
近
寄
っ

て
行
き
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
昨
日
ま
で
で
き
な

か
っ
た
つ
か
ま
り
立
ち
が
、
そ
の

場
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
子
ど

も
も
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
同
士
で
遊
ぶ
こ
と
は
、

こ
と
ば
で
な
く
て
も
伝
え
合
い
感

じ
あ
い
、
大
人
が
想
像
す
る
以
上

に
素
晴
ら
し
い
世
界
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
同
士
も
情
報
交
換
し

あ
い
、
楽
し
く
子
育
て
す
る
た
め

の
、
場
の
提
供
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
誘
い
合
っ
て
ぜ

ひ
お
い
で
て
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

町
内
で
子
育
て
を
し
て
い
る
方
な

ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

・
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

・
利
用
対
象
者
／
町
内
在
住
の
方

・
利
用
料
金
／
無
料

・
利
用
手
続
き
／
不
要

５
月
の
予
定

◆
お
出
か
け
広
場

　
５
月
２０
日（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時

　
場
所
／
横
浜
保
育
所 

保
育
室

◆
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う

　
５
月
７
日（
水
）

　
５
月
１４
日（
水
）

　
５
月
２１
日（
水
）

　
５
月
２８
日（
水
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時

　
場
所
／
大
方
く
じ
ら
保
育
所

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
大
方
く
じ
ら
保
育
所
内
）

　
蕁
４
４
―
１
１
１
２


